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事務局 

No.18
2019年　年末に向けて！　事業目白押し。。。1.

12/17（火）,18（水）デジタル３D技術活用講習会（共催）
３DCADソフトを活用したモデリングやデザイン検討，解析（強度解析や熱解析）の講習会。産技研主催（デザインチーム担当）

　データ作成と３Dプリンタからの出力を連動させた一連の講義と実習。伝統工芸分野と工業分野の
３Dものづくり初心者または学び直したい方に最適です。

日　時：12月4日（水）18:20～21:00（受付18:00～18:20）
場　所：マテリアル京都（五条富小路下る　京都市下京区本塩竈町５５４）
定　員：20名程度（予定）申込締切：11月29日（金）
参加費：500円（1ドリンク付）＊会員は無料　

　事業企画チームは今年4回に渡ってミーティングを開催し今年度事業について討議しました。地域の伝統
産業ブランド構築の取組に学ぶ「産地見学会」，研究会会員と一般の方 と々をつなぐ「トークセッション」に力
をいれた企画となりました。伝統と先進技術を結ぶ「技術講習会」も開催します。年末なのに，いえ，年末だから
こそ，来年への足がかりとなるバラエティ豊かな事業が目白押し。会員の皆様のご参加，お待ちしております！

11/25（月）産地見学会

12/4（水）トークセッション「工芸な人々」 第２弾　
昨年好評だったトークセッションの第２弾です！

　京都の工芸の「これまで」と「これから」について，技術・材料・人材を軸に飛び入り発言歓迎
の座談会です。今年2月実施のトークセッションで語り足りなかった事，あるあるな話，ここだけ
の話などあらためてディスカッションいたしましょう。

今年は異業種工芸の集積産地として知られる福井県鯖江市一帯を訪問します。

　見学先工房は，漆琳堂と有限会社谷口眼鏡。地域の伝統産業を継承しながら，それぞれオリジナ
ルブランドを展開しています。そして，鯖江市一帯の地場産業振興に活躍されている合同会社
TSUGIのデザインディレクター・新山直広氏には，デザイン・ものづくり・地域といった領域を
横断しながら、地域や地場産業のブランディングを手がけるそのお仕事について伺います。

日　時：11月25日（月）7:00～19：00
工　程：7:00　京都市産技研集合，バスにて出発　19:00ごろ産技研帰着
場　所：鯖江市訪問先（合同会社TSUGI，漆琳堂，谷口眼鏡　）
定　員：15名程度（予定）申込締切：11月14日（木）
参加費：4000円（昼食代別）

日　時：12月17日（火）伝統工芸分野向け，18日（水）工業系分野向け　
　　　　10：00～（休憩）～16：00
場　所：京都市産業技術研究所
講　師：㈱AUTODESK　関屋多門氏　研究所デザインチーム　木戸雅史
定　員：約10名（各日5名×２日）（予定）　申込締切：12月10日（火）
参加費：無料

　～各事業への参加申込は所定の申込書で事務局へ～
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○2019年11-12月の主な予定
11/  6（水） 事業企画チームミーティング（5）
11/13（水）13：30～17：00 
　　　　　京都ものづくり協力会 目の輝き成果発表会
11/21（木）18：00～20：00 竹編組勉強会（7）（予定）
11/25（月）産地見学会（福井県鯖江市）
12/  4（水）18：20～21：00 トークセッション第２弾
　　　　　「工芸な人々」(マテリアル京都）
12/17（火）,18（水）デジタル３D技術活用講習会
12/19（木）18：00～20：00 竹編組勉強会（8）（予定）

2.

京都市産業技術研究所がこの9月からフェイスブックを始め
ました。８つの研究チームや各部署からライブな研究所情報
が投稿されています。ぜひご覧ください。ちなみに京都工芸研
究会フェイスブックはこの12月で開設３年。石の上にもなんと
かコツコツやってます。皆様のご来訪お待ちしてます（ひ）

つぶやいていい
ですか。

3. 第２回委員会　10/23（水）
■今年度の事
業と予算執行
状況等，事務局
の報告に対して
審議，確認を行
いました。
　年内に産地見学会，トークセッションの開催など企
画事業を控えており，これらについて意見交換を行い
ました。
　次回（第３回）は１月中の開催を予定しています。

事務局より

竹と紙であそぼう！　京都ラボフェス2019＠産技研　8/3（土）　　

　

■毎年恒例となりました研究所のオープンイベント「京都ラボフェス2019
＠産技研」。今年も研究会から「竹と紙であそぼう」コーナーで会員さんが
参加しました。このコーナーは抽選なしで出入り自由。小川進委員が，紙飛
行機や和紙の凧，ブンブンコマを用意してくださり，こどもたちといっしょに
手作りして楽しんでもらいました。
　毎回人気のゴム銃の射的は今年も大盛況。ミントタブレット（フ○スク）の
箱が的になりますが，その積み方にも子供達のこだわりが出て盛り上がり
ました。ゴム銃については希望者には図面をお渡しし，自力で製作もできま
すが，その完成度の高さに達するにはなかなか修行が必要かと思います。
　今年の注目は「格納庫」付き紙飛行機。これがまた紙製なんだけれども本
物を彷彿とさせる雰囲気を醸していて，子供たちより大人が「すごいですね
え」と唸っていました。

去る8月18日に研究会会員の川人一郎様
が逝去されました。
急な知らせに驚くとともにこれまでに研究
会事業に積極的に参加し，一緒に活動して
くださったことを思い出し，とても寂しい思
いがいたします。
颯爽と歩くお姿，いつお会いしてもおしゃ
れな川人さんが今でも，「近く
まできたさかい」と研究所に立
ち寄ってくださりそうな気がし
ています。心よりご冥福をお祈
りいたします。（事務局）

【受賞おめでとうございます】
令和元年度 滋賀県文化賞 小林正雄様 〔芸術文化（伝統工芸）〕
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小川委員の説明に
聞き入る子供達
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